
漢
字
音
よ
り
観
た
上
代
日
本
語
の
母
音
組
織
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一、
は
じ

め

四 、
五
年
前 、
上
代
日
本
語
の
母
音
組
織
を
め
ぐっ
て
論
争
が
あ
っ
た
と
と

は 、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
乙
ろ
で
す 。
そ
れ
は 、
松
本
克
己
氏
の
い
わ
ゆ
る

五
母
音
説
(
正
確
に
は
五
母
音
音
素
説 。
以
下
同
じ) 、

服
部
四
郎
氏
の
い
わ

ゆ
る
六
母
音
説 、
そ
し
て
従
来
の
い
わ
ゆ
る
八
母
音
説
を
支
持
す
る
大
野
晋

注-

氏 、
と
の
三
氏
の
間
の
論
争
で
す 。

八
母
音
説
で
は 、
イ
列・
エ
列・
オ
列
の
甲
乙
各
二
類
の
差
異
を
母
音
の
違

い
に
求
め
て
い
ま
す 。
こ
れ
に
対
し 、
ィ
列
及
び
エ
列
に
つ
い
て 、
服
部
氏
は 、

「
甲
乙
両
類
の
対
立
は 、
子
音
が
口
菱
化
し
て
い
る
か
否
か
の
対
立
で 、
中
核

注2

母
音
音
索
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ
る」
と
述
べ
て
い
ま
す 。
服
部
六
母
音
説
と

松
本
五
母
音
説
の
違
い
は 、
オ
列
の
甲
乙
二
類
の
聞
に
音
韻
的
対
立
を
認
め
る

か
否
か
に
あ
り
ま
す
が 、
イ
列
及
び
エ
列
の
解
釈
は 、
松
本
氏
が
服
部
説
に
そ

の
ま
ま
拠っ
て
お
り 、
同一
で
す 。

上
代
日
本
語
の
各
音
節
の
音
価
を
推
定
す
る
に
当
っ

て
最
も
重
要
な
材
料

は 、
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
音
で
あ
り
ま
す 。
服
部
氏
は 、
「
乙

の
漢
字
音
の
問
題
を
徹
底
的
に
研
究
し」
た
も
の
と
し
て 、
有
坂
秀
世
氏
の

『
上
代
音
韻
致』
を
挙
げ 、
「
厳
密
精
級
を
極
め
た
考
察」
と
し
て
高
く
評
価
し

オミZ
本木

博

達

注3

て
い
ま
す 。
服
部
六
母
音
説
は 、
有
坂
氏
が
『
上
代
音
韻
孜』
で
推
定
し
た
音

価
を
重
視
し 、
こ
れ
に
音
韻
論
的
解
釈
を
施
し
た
も
の
と
言
え
ま
す 。
し
か

し 、
服
部
氏
は 、
有
坂
氏
自
身
が
認
め
て
い
る
『
上
代
音
韻
致』
の
重
大
な
二

つ
の
前
援
を
克
服
し
な
い
ま
ま 、
或
い
は
気
づ
か
な
い
ま
ま
に 、
有
坂
氏
の
推

定
音
価
を
援
用
し
て
い
ま
す 。

ニ 、
有
坂
氏
の
「
倭
音
説」

そ
の
前
提
の一
つ
は 、
私
が
「
倭
音
説」
と
呼
ぶ
も
の
で
す 。
有
坂
氏
も
万

葉
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
音
を 、
音
価
推
定
の
第一
の
材
料
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す 。
し
か
し
有
坂
氏
は 、
万
葉
仮
名
に
つ
い
て 、
「
基
礎
と
な
る

字
音
は 、
直
接
に
は
当
時
の
倭
音
(
日
本
の
漢
字
音

Il--
森
注)
で
あ
り 、
決

注4

し
て
本
来
の
支
那
音
(
中
国
原
音

||
森
注)
や
朝
鮮
音
で
な
い」
と
考え
て

い
る
の
で
す 。

有
坂
氏
は
「
倭
音
説」
の
論
拠
を
挙
げ
て
い
ま
す
が 、
そ
れ
は
次
の
三
項
に

注5

ま
と
め
ら
れ
ま
す 。

そ
の
第一
は 、
上
代
の
万
葉
仮
名
資
料
を
概
観
す
る
と 、
カ
行
の
頭
子
音
を

表
わ
す
の
に 、
中
国
音
韻
学
で
い
う
牙
音
す
な
わ
ち
L
系
統
の
字
の
み
な
ら

ず 、
喉
音
ト
系
統
の
字
も
用
い
て
い
る
乙
と
で
す 。
た
と
え
ば 、
「
カ」
の
音
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注6

節
に
対
し
て 、
中
国
語
(
中
古
音)
の
[
宮]
も
〔
宮]
も
と
も
に
用
い
て
い

る
の
で
す 。

第
二
は 、
ヵ
行・
サ
行・
タ
行・
ハ
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
子
音
を
表
わ
す
の

に 、
全
清
音
つ
ま
り
無
気
音
の
漢
字
の
み
な
ら
ず 、
次
清
音
つ
ま
り
有
気
音
の

漢
字
も
用
い
て
い
る
乙
と
で
す 。
た
と
え
ば 、
「
タ」
の
音
節
に
対
し
て 、
守口]

も
[ペロ]
も
と
も
に
用
い
て
い
る
の
で
す 。

第
三
は 、
ア
列
の
母
音
を
表
わ
す
の
に 、
〔
歌〕
韻
(
上・
去
声
は
平
声
韻
目

で
代
表
さ
せ
る 。
以
下
同
じ)
つ
ま
り
奥
舌
の
[1ロ]
と
い
う
母
音
を
も
っ
漢

字
の
み
な
ら
ず 、
〔
麻〕
の
二
等
韻
つ
ま
り
前
舌
の
[1白]
と
い
う
母
音
を
も
っ

漢
字
も
用
い
て
い
る
乙
と
で
す 。

た
と
え
ば 、
「
歌」
「
詞」
「
軒」
「
加」
の
四
字
は 、
日
本
の
漢
字
音
で
は
い

ず
れ
も
「
カ」
と
読
め
ま
す
が 、
中
国
語
で
は 、
現
代
北
京
語
で
も 、
中
古車日

つ
ま
り
惰
唐
時
代
の
音
で
も 、
そ
れ
ぞ
れ
異っ
た
四
種
の
音
で
す 。
現
代
北
京

語
で
は
そ
れ
ぞ
れ
日
己
[
守]
[rd]
[
れ忘
広〕
と
読
み
ま
す
し 、
中
古
音
で

は
po〕
[
宮]
[
町ロ]
[
E]
と
読
み
ま
す 。
し
か
し 、
中
国
語
に
比
べ
て
音

索
数
の
少
な
い
当
時
の
日
本
語
で
は 、
い
ず
れ
も
「
カ」
で
表
さ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す 。
つ
ま
り 、
日
本
の
漢
字
音
す
な
わ
ち
「
倭
音」
で
は 、
と
も
に

「
カ」
で
す 。
こ
の
よ
う
な
「
倭
音」
に
基
い
た
仮
名
を
用
い
た
の
で 、
「
カ」

の
仮
名
と
し
て 、
以
上
の
よ
う
に
中
国
原
音
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
音
を
示
す
漢

字
が 、
区
別
な
く一
様
に
用
い
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す 。
そ
れ
ゆ
え

有
坂
氏
は 、
「
か
う
い
ふ
場
合 、
当
時
の
邦
音
の
確
定
に
つ
い
て
は 、
万
葉
仮

注7

名
は
殆
ど
何
の
役
に
も
立
た
な
い」
と
言っ
て
い
ま
す 。

上
代
の
音
韻
を
研
究
す
る
者
は 、
み
な
有
坂
氏
の
業
績
を
参
照
し
ま
す 。
し

か
し
そ
の
殆
ど
す
べ
て
の
人
は 、
有
坂
氏
の
「
倭
音
説」
を
克
服
し
な
い
ま
ま

で 、
中
国
原
音
を
引
用
し
て
音
価
推
定
を
行っ
て
い
る
の
で
す 。

三 、
漢
字原
音よ
り
観た
『日
本
書紀』
区分総

有
坂
氏
は
さ
す
が
に
慎
重
で 、
「
但
し 、
朝
鮮
や
支
那
か
ら
の
帰
化
人
の
始

め
て
用
ゐ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば 、
そ
れ
ば
か
り
は 、
別
問
題
で

あ
る
が」
と
付
け
足
す
の
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が 、
続
け
て 、
「
実
際
に
資

料
を
扱
ふ
場
合
に
そ
れ
ら
を一
々
識
別
す
る
乙
と
は
む
づ
か
し
い」
と
し
て 、

箇
別
的
な
資
料
の
調
査
を
放
棄
し 、
仮
名
の
基
礎
に
な
る
字
音
は
「
倭
音」
で

注8

あ
る
と
見
な
し
た
わ
け
で
す 。

し
か
し 、
私
は
『
日
本
書
紀』
の
歌
謡
の
仮
名
を
調
査
し
た
結
果 、
有
坂
氏

の
「
倭
音
説」
の
論
拠
は 、
巻一
1

十
三・
廿
二
t

廿
三
に
は
当
て
は
ま
っ

て

もJ
巻
十
四
l

十
九・
廿
四
t

廿
七
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
乙
と
を
発
見
し
ま

内+まnudし
た。ま

ず
有
坂
氏
の
「
倭
音
説」
の
第一
の
論
拠
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
が
〈
表

1
V
で
す 。
御
覧
下
さ
い
(
表
中 、
算
用
数
字
は
延
べ
字
数
を一示
す) 。

『
日
本
書
紀』
の
歌
謡
で
も 、
全
体
と
し
て
観
れ
ば 、
カ
行
に
対
し
て 、
牙

音
ト
系
統
字
の
み
な
ら
ず 、
や
は
り
喉
音
ト
系
統
字
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。

〈
腕
〉
母
の
「
詞」
「
許」
「
虚」
と
〈
匡
〉
母
の
「
河」
「
胡」
の
五
字
種
が

ト
系
統
の
漢
字
で
す 。
し
か
し 、
〈
表
1
〉
を一
見
す
れ
ば 、
そ
の
分
布
が
偏

っ
て
い
る
と
と
に
気
づ
き
ま
す 。
す
な
わ
ち 、
カ
行
に
当
て
ら
れ
た
喉
音
ト
系

統
字
は 、
五{子
種・
延
べ
六
七
字
あ
り
ま
す
が 、
と
れ
ら
ト
系
統
字
は
巻
十
四

1
十
九・
廿
四
t

廿
七
に
は一
切
用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん 。
乙
れ
ら
の
巻
々
に

は 、
牙
音
ト
系
統
字
の
み
が
カ
行
の
仮
名
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。

私
は 、
ヵ
行
に
牙
音
字
と
吸
音
字
を
併
用
す
る
巻一
1

十
三・
廿
ニ
t

廿
三

の
グ
ル
ー

プ
を
9

群
と
名
づ
け 、
と
れ
に
対
し 、
カ
行
に
牙
音
字
の
み
を
用
い 、

喉
音
字
を
徹
底
し
て
避
け
る
巻
十
四
t

十
九・
廿
四
I

廿
七
の
グ
ル
ー

プ
を
a
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牙
音 音 {反

分 」守 コ コ 名
カ 」 カ

布 乙 甲 乙 甲

す 暁
母匝

暁 � 
五 十ノ、

る 母 母 { 子{ 子 { 子
巻

巻 !孟 自午 古月 河 3可 種 種 種
一

• 1 3 1 10 一
• 2 4 4 12 一

• 2 1 2 8 五

• 2 3 1 7 七

• 3 2 1 2 10 九

• 3 1 3 1 3 11 

• 19 4 1 7 29 一一

1 

3 2 2 4 3 5 • 一
8 7 20 Eヨ

1 3 ヨ呈

3 4 19 プて

3 2 10 ー包

2 2 プt.

• 2 1 1 6 3 6 

• 2 1 一
8 2 7 Eヨ

1 2 6 互王

4 14 コPτ=

2 6 3 ペェ
」

〈表1>
群
と
名
づ
け
ま
し
た 。

乙
の
区
画
は 、
従
来
の
諸
種
の
「
日
本
書
紀
区
分
論」
に
よ
る
区
画
と
ほ
ぼ

合
致
し
ま
す 。
の
み
な
ら
ず 、
乙
乙
か
ら
各
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
仮
名
表
記
の

性
格
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す 。
つ
ま
り 、
有
坂
氏
の
「
倭
音
説」
の
第

一
の
論
拠
は 、
α
群
に
は
当
て
は
ま
ら
な
く
な
り
ま
す 。
そ
れ
ど
こ
ろ
か 、
ヵ

行
に
喉
音
字
を
避
け
て一
切
用
い
な
い
と
い
う
と
の
徹
底
さ
は 、
α
群
の
仮
名

が
直
接
中
国
原
音
に
よ
っ

て
表
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
有
力
な
根
拠
と

な
り
ま
す 。

そ
れ
で
は
次
に 、
有
坂
氏
の
第
二
の
論
拠
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す 。
〈
表
2
V

を
御
覧
下
さ
い 。

有
気
音
で
あ
る
次
清
音
字
は 、
ヵ
行
の
場
合
は 、
α
-
P

両
群
と
も
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す 。
と
こ
ろ
が 、
カ
行
以
外
の
音
節
に
用
い
ら
れ
た
十
三
字
種・

延べ
一
五
六
字
の
次
清
音
字
の
う
ち 、
一
例
(
巻
十
四
の
「
嘗」
字)
を
除
い

て 、
残
り
の一
五
五
例
は
すべ
て
P
群
に
の
み
現
わ
れ
て
い
ま
す 。
上
代
日
本

語
に
お
け
る
破
裂・
破
擦
各
子
音
の
有
気
要
素
の
強
弱
に
つ
い
て
は 、
ま
だ
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。
し
か
し 、
こ
の
よ
う
に
次
清
音
字
が
8・
群
に
偏
在
し

て
い
る
乙
と
は 、
偶
然
と
は関心
え
ま
せ
ん 。
α
群
の
表
記
者
が 、
中
国
原
音
に

お
け
る
全
清
音
(
無
声
無
気)
と
次
清
音
(
無
声
有
気)
と
の
区
別
を
意
識
し

て
お
り 、
カ
行
以
外
の
音
節
に
次
清
音
の
漢
字
の
使
用
を
避
け
た
も
の
と
解
釈

す
べ
き
で
し
ょ
う 。

そ
れ
で
は
次
に 、
有
坂
氏
の
第
三
の
論
拠
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す 。
〈
表

3
V
を
御
覧
下
さ
い
(
表
中 、

漢
数
字
は
字
種
数 、

算
用
数
字
は
延
べ
字
数
を

32 



漢字音より観た上代日本語の母音組織

次清音(カ行音節を除く) 声
聖士 i芳 徽 透 初 ?ìí 母

p‘ー t‘ー I号‘ー ts‘ー イ反
ホ フ フ � ヒ ノ、 ノ、 チ ツ ダ サ サ サ 名

費 fJ( 赴 ?iIî 警 i半 破 答 菟 太 塁手: 石l E差 共‘- 群

3 

l 

l l l 10 l l 1 3 

l 3 五

2 7 七 β 
1 6 9 九 群

3 l 5 10 Cコ

13 5 26 12 1 1 8 

l l 

2 4 2 一
1 gg 

ヨE
α 

プて

群
4三

プL

1 2 3 l 
群
β 

1 

gg 

三E α 

フ可 群

--t; 

、，，，qL
 

表〆《、
示
す 。

中
黒
点
の
右
は
清
濁
異
例
の
数)

。

乙
の
八
表
3
V
は 、
α
群
で
ア
列
の
仮
名
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
中
古
音
の

韻
類
を
示
し
た
も
の
で
す 。
〔
麻〕
の
二
等
韻
と
〔
唐〕
韻
の
聞
に
二
重
線
を
引

き
ま
し
た
が 、
と
の
二
重
線
以
下
の
五
種
の
韻
類
は
き
わ
め
て
散
発
的
に
し
か

現
れ
て
い
ま
せ
ん 。
と
の
う
ち
最
後
の
〔
恰〕同
韻
の
字
は
「
乃」
と
い
う
字

で 、
下
か
ら
四
列
目
の
〔
鐸〕
韻
の
「
祭」
と
い
う
字
と
連
用
さ
れ
て 、
「
乃

祭」
と
い
う
地
名
表
記
と
し
て 、
巻
十
六
第
九
五
番
の
歌
謡
に
用
い
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
す 。
し
か
し
ζ
れ
は 、
直
前
の
本
文
「
輔副
鮪
臣
於
乃
築
山」
に
用
い

ら
れ
た
義
字
的
用
字
を
そ
の
ま
ま
襲っ
た
も
の
で
あ
り 、
純
粋
に
音
に
拠っ
た

表
記
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん 。
乙
の
よ
う
に
し
て 、
他
の
散
発
例
も
す
べ
て
然
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〈表3>

ア JIJ α 群 (巻14-19・24-27の歌話)

査員類 音価 ア カ 7l サ ザ タ ダ ナ /、 ノf マ ヤ フ ワ

一 ム
四 四 一 四

一一
歌開ー ，、-u 54 83 40 24 81・8 6 52 52 

五 四文合ー -uu 
77・4 14 49 25 

一一
麻開三 ー1& 48 

麻開二 -a 34 

唐関ー 一 一 一
-uo 1 l 1 

鐸開ー 『日k
一

1 1 

文開三 ーIU 1 

冗合三
一ー YAn 2 

時開ー 一
-Al 1 

注ω

る
べ
き
理
由
に
よ
っ

て
処
理
で
き
ま
す 。

さ
て 、
二
重
線
よ
り
上
に
限
を
転
じ
て
下
さ
い 。
〔
麻〕
の
三
等

韻
は
「
ヤ」
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
そ
れ
は 、
〔
麻三〕
韻

が
主
母
音
a
の
前
に・十
と
い
う
介
音
(
わ
た
り

母
音)
を
もっ
て

い
る
か
ら
で
す 。
次
に 、
〔
文一)
韻
は
「ハ」
「パ」
「
マ」
お
よ

び
「
ワ」
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
「
ワ」
に
用
い
ら
れ
た
理
由

は 、
乙
の
〔
文一〕
韻
が

十

と
い
う
合
口
介
音
を
もっ
て
い
る
か

で
す 。
ま
た 、
「ハ」
「パ」
「
マ」
と
い
う
唇
音
に
用
い
ら
れ
た
理

由
は 、
〔
文一〕
韻
の
関
口(

十

介
音
を
も
た
な
い)
韻
で
あ
る〔
歌〕

韻
と
と
の
〔
文一〕
韻
と
は 、
中
国
語
に
お
い
て
唇
音
に
関
し
て

互
い
に
補
い
合
う
分
布
を
な
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん 。

そ
こ
で 、
「
ヤ」
と
「
ワ」
と
を
除
い
た
他
の
ア
列
の
音
節
を
見

る
と 、
奥
舌
母
音
[!ロ]
が
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り 、

〔
麻ニ〕
韻
す
な
わ
ち
前
舌
母
音
[1白]
は 、
た
だ
「
マ」
に
し
か

用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん 。
「
マ」
に
〔
文一〕・
〔
麻ニ〕
両
韻
が
併

用
さ
れ
た
理
由
は 、
「
ワ」
に
次
い
で
唇
の
円
め
が
強
い
の
が

「
マ」
で
あ
る
か
ら
で
す 。
奥
舌
母
音
[1白]
は
子
音
m
の
後
で

は
[1U]
に
近
い
音
色
と
な
る
の
で 、
〔
文一〕
(
H〔

歌〕)
韻
は

「
7」
に
は
最
適
で
な
く
な
り
ま
す 。
そ
れ
ゆ
え 、
前
舌
母
音
で

あ
る
〔
麻ニ〕
韻
も
用
い
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う 。

〔
歌〕
韻
も
〔
麻ニ〕
韻
も 、
日
本
漢
音
で
は
区
別
な
く
ア
列立日

で
写
さ
れ
ま
す 。
ま
た 、
「
ア」
「
カ」
「
ガ」
「ハ
」
「パ」
「
マ」

の
各
音
節
で
は 、
両
韻
の
芦
母
(
頭
子
音)
の
条
件
は
同一
で
あ

り 、
声
母
に
よ
っ

て
こ
の
二
種
の
韻
類
の
選
択
が
制
限
さ
れ
る
よ

う
な
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん 。
〈
表
4
V
を
御
覧
下
さ
い
(
表
中 、
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「
O
」

は
該
当
す
る
文
字
が
あ
る
場
合 、
「
/
」

は
文
字
が
な
い
場
合
を一
ポ
す 。

「
ム
」

は
『
広
韻
』

に
お
け
る
増
加
小
韻
で
あ
る 。

な
お
前
述
の
理
由
に
よ
り、

〔
文一
〕

韻
の
唇
音
の
小
額
を
〔
歌〕

韻
に
収
め
て
お
く)
。

す
な
わ
ち 、
ζ
れ
ら
の
音
節
で
は 、
〔
歌〕
韻
と
〔
麻ニ〕
韻
と
は
両
用
さ
れ

得
る
条
件
に
あ
る
の
で
す 。
と
乙
ろ
が
現
実
に
は 、
α
群
で
は
「
マ」
を
除
い

て 、
〔
麻一一〕
韻
つ
ま
り
前
舌
母
音
[1白]
を
用
い
て
い
な
い
の
で
す 。
と
の
事

実
は 、
「
倭
音
説」
の
第
三
の
論
拠
が
『
日
本
書
紀』
α
群
に
当
て
は
ま
ら
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す 。
の
み
な
ら
ず 、
上
代
ア
列
母
音
の
性
格
が
非
前
舌

で
あ
っ
た
こ
と
ま
で
物
語っ
て
い
ま
す 。

以
上 、
有
坂
氏
の
「
倭
音
説」
の
三
つ
の
論
拠
が 、
い
ず
れ
も
『
日
本
書

紀』
α
群
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
見
て
き
ま
し
た 。
α
群
の
仮
名
は 、

直
接
中
国
原
音
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す 。
と
の
点
に
お
い
て 、
α

群
の
仮
名
は
万
葉
仮
名
資
料
中
卓
絶
し
た
価
値
を
もつ
も
の
と
きえ
ま
す 。
つ

ま
り 、
α
群
の
仮
名
は 、
音
素
数
の
少
な
い
言
語
(
日
本
語)
を
音
素
数
の
多

い
言
語
(
中
国
語)
に
よ
っ
て
表
わ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り 、
し
た
が
っ

て 、
α
群
に
拠
る
な
ら
ば 、
日
本
語
の
各
音
節
の
性
格
を
従
来
よ
り
精
確
に
看

取
で
き
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
す 。

上
代
日
本
語
の
音
価
推
定
に
は 、
α
群
の
仮
名
を
中
心
に
据
え
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す 。四 、

エ
列
甲乙
両
類の
対
立

服
部
六
母
音
音
素
説
で
問
題
と
な
る
イ
列・
エ
列
の
う
ち 、
ま
ず
エ
列
か
ら

検
討
し
ま
す 。
〈
表
5
V
と
〈
表
6
V
を
御
覧
下
さ
い 。

β・
群
で
は 、
エ
列
の
甲
類
と
乙
類
に
そ
れ
ぞ
れ
七
種
も
の
韻
類
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す 。
亀
井
孝
氏
等
の
編
著
『
日
本
語
の
歴
史』
第
四
巻
は 、
漢
字
音
の

〈表4)

側
か
ら
上
代
語
の且日
価
推
定
を
行
う
場
合 、
「
な

か
ん
ず
く 、
エ
列
に
お
い
て
い
ち
ば
ん
困
難
が
大

き
い
が 、
そ
れ
は 、
エ
列
の
分
用
を
示
す
漢
字

が 、
甲
乙
と
も
に
シ
ナ
原
音
の
さ
ま
ざ
ま
な
母
音

を
示
し
て
い
て 、
容
易
に
そ
の
本
質
を
つ
か
み
え

な
い
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る」
と
述
べ
て
い
ま

す 。
β・
群
宇佐
合
む
資
料
に
拠
っ
て
い
た
の
で
は 、

こ
の
よ
う
な
嘆
き
が
出
る
の
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん 。
〔
斉〕
鎖
な
ど
は
甲
乙
両
類
に
混
用
さ
れ

て
い
ま
ず
か
ら 、
p
群
で
は
甲
類
と
乙
類
の
区
別

さ
え
つ
か
な
く
な
り
ま
す 。
乙
れ
は 、
β・

群
の
仮

名
が
単一
の
字
音
体
系
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
す 。

一
方
α
群
で
は 、
甲
乙
そ
れ
ぞ
れ
に
二
種
の
韻

類
し
か
用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん 。
と
れ
は 、
α
群

が 、
中
国
原忠自
に
基
い
て
い
る
と
い
う
の
み
な
ら

ず 、
単一
の
字
音
体
系 、
お
そ
ら
く
当
時
の
中
国

北
方車自
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
推

測
さ
れ
ま
す 。

さ
て 、
α
群
で
は
エ
列
甲
類
に 、
〔
斉〕
韻
の

字
と
(
祭〕
韻
の
い
わ
ゆ
る
重
紐
A
類
に
属
す
る

字
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
当
時
の
中
国
北
方
音

混同 、
四
等
(
専
属)
韻
は
翌日
化
の
傾
向
に
あ

り 、
〔
斉〕
韻
も
動出固
化
し
て 、
居
牙
喉
音
声
母
を

も
つ
も
の
は 、
〔
祭〕
韻
の
A
類
と
向車自
に
な
っ

て
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β 群 エ列甲類 a 群
ケ ゲ ノ\ fて メ 韻類 音{面 ケ ゲ ^' fて メ

費関 四 -el 

一
18 1 6 7 19 1 5 

祭開A -IS1 13 1 
一

麻開二1 3 
-a 

佳開二3 
-ar 

一
支開A2 ーle

一
脂開A2 

-1 

仙開A3 -lsn 

β 群 エ列乙類 且 群
tt tt' ゐ Z芯 め 音員類 音価 tt tt' 7.，> Z話 め

一 一
日台関ー

四 一
5 2 4・3

-Al 14 7 5 一
灰合ー -UAl 6・6 24 9 15 

一
泰開ー -01 1 一一
皆開二 ー官12 

一
脂関B -ll 1 

微開三 -1，)1 4 
一 一

膏開四 -el 3 1 

、，，

、p'

RU

PD

 

表

表

〆《、

，《、

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す 。
ま
た 、
エ
列
乙
類
に
は 、
〔
恰〕
韻
と
そ
のA口
口
韻
で

あ
る
〔
灰〕
韻
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
と
の
う
ち
〔
灰〕
韻
は
「
冷」
(「へ」

の
乙
類)
・

「
め」
と
い
う
唇
音
音
節
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
当
時
の
中

国
北
方
音
で
は 、
唇
音
声
母
の
下
で 、
A口
口
の
〔
灰〕
韻
は
関
口
の
〔
恰〕
韻

注日

と
同
音
に
な
っ

て
い
ま
し
た 。
そ
れ
ゆ
え 、
結
局 、
α
群
の
表
記
者
の
字
音
体

系
の
手
持
ち
の
駒
で
は 、
甲
類
に
は[l
wF] 、
乙
類
に
は
〔ー
と]
と
い
う
韻
類

が
そ
れ
ぞ
れ
最
適
で
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
の
で
す 。

と
ζ
ろ
で 、
当
時
の
中
国
北

方
音
に
は 、
乙
の
口
蓋
的
介
音

を
も
っ〔
祭〕
韻
A
類
の
[1
E]

に
対
し
て 、
〔
祭〕
韻
B
類
つ

ま
り
非
口
蓋
的
介
音
を
も
っ
点

で
の
み
と
れ
と
異
な
る
[1
E]

注川崎

と
い
う
韻
類
が
あ
り
ま
し
た 。

し
た
がっ
て 、
も
し
も
服
部
説

の
如
く 、
「
甲
乙
両
類
の
対
立

は 、
子
音
が
口
蓋
化
し
て
い
る

か
否
か
の
対
立
で 、
中
核
母
音

音
素
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ

る」
の
な
ら
ば 、
甲
類
に
口
蓋

的
介立日
を
も
っ
[l
E〕
を
用

い
た
α
群
の
表
記
者
は 、
乙
類

に
は
[lH
巴]
を
用
い
る
は
ず

で
す 。
〔
祭〕
韻
B
類
に
属
す
る

字
は
数
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が 、

そ
れ
に
し
て
も

現
実
に
は 、
乙
類
に
[l
E]
を一
例
も
用
い
ず 、
か
えっ
て

奥
舌
主
母
音
を
も
っ
?
と〕
と
い
う
韻
ば
か
り
用
い
て
い
る
の
で
す 。
エ
列
甲

乙
両
類
の
対
立
は 、
音
韻
論
的
に
も 、
や
は
り

母
音
の
側
に
求
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん 。
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α
群
で
イ
列
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
の
韻
は 、
〔
支〕・
〔
脂〕・
〔
之〕・

〔
微〕
の
四
韻
で
す 。
こ
の
う
ち 、
〔
之〕
韻
は
元
来 、
唇
音
声
母
の
字
を
全
く

欠
い
て
い
ま
す 。
そ
れ
ゆ
え 、
た
と
え
「
ヒ」・
「
ピ」・
「
ミ」
の
甲
類
も
し
く

は
乙
類
の
ど
ち
ら
か
に
(
之〕
韻
の
音
色
が
最
適
で
あ
っ
た
と
し
て
も 、
乙
れ

ら
の
音
節
に
は
〔
之〕
韻
以
外
の
韻
類
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す 。
し
た

が
っ

て 、
甲
乙
両
類
の
対
立
が
あ
る
「
キ」・
「
ギ」・
「
ヒ」・
「
ビ」・
「
ミ」
の

う
ち 、「
ヒ」・
「
ビ」・
「
ミ」
の
音
節
を
当
面
の
問
題
か
ら
除
き 、
「
キ」・
「
ギ」

の
甲
乙
各
二
類
の
音
節
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す 。

さ
て 、
「
キ」・
「
ギ」
の
甲
類
お
よ
び
乙
類
に
は 、
〔
徴〕
韻
は
用
い
ら
れ
て

お
ら
ず 、
〔
支〕・
〔
脂〕・
〔
之〕
の
三
韻
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
ま
ず 、
こ

れ
ら
三
韻
が
当
時
の
中
国
北
方
音
で
ど
う
い
う
状
況
に
あ
っ
た
か
を
見
て
み
ま

し
ょ
う 。
〈
表
7
V
を
御
覧
下
さ
い 。

当
時
の
北
方
音
で
は 、
〔
支〕
韻
は
〔
脂〕
韻
に
合
流
し
て
い
ま

[活 。
た
だ

し 、
〔
支〕・
〔
脂〕
両
韻
は
と
も
に
い
わ
ゆ
る
重
紐
韻
で
あ
り 、
重
紐
A
B
両

類
は
劫
介
音
が
口
蓋
的
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ

て
依
然
区
別
さ
れ
て
い
ま
す 。

ま
た 、
〔
之〕
韻
は 、
舌・
歯
音
声
母
を
も
っ
と
き
は
〔
脂〕
韻
に
合
流
し
て
い

ま
し
た
が 、
牙・
喉
音
声
母
の
下
で
は
依
然
独
立
し
て
い

hhn o
A
B
両
類
が

と
も
に
共
通
の
前
舌
主
母
音
を
も
つ
の
に
対
し 、
〔
之〕
韻
は
C
類
に
属
し 、

非
前
舌
主
母
音
を
もっ
て
い
ま
す 。

α
群
で 、
「
キ」・
「
ギ」
の
甲
乙
各
二
類
に
用
い
ら
れ
た
韻
類
と 、
当
時
の

中
国
北
方
音
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
韻
類
の
推
定
音
価
を
表
示
す
れ
ば 、
〈
表

8
V
の
と
お
り
で
す 。

α
群
で
は 、
「
キ
甲」
に 、
〔
支〕
韻
A
類{子
が
四
字
種 、
〔
脂〕
韻
A
類
字
が

二
字
種
用
い
ら
れ
て
お
り 、
一
方
「
き
乙」
に
は
C
類
で
あ
る
〔
之〕
韻
字
が

三
字
程
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
も
し
も
服
部
説
の
如
く 、
「
甲
乙
両
類
の
対
立

〈表7>

主\更 (唇)牙喉音 舌歯音

支開 -i (A類) -1 

ト一一一一
脂開 ーli (B 類) または

之 -181-ー1: ー II

〈表8>

区読ま
申類 乙類

キ ギ き ぎ

支開 A -18 
四

72・1
-1 

脂開 A -1 2 

支開B ー18 ー11 3 

之開C -18[--1: 
10 9 

は 、
子
音
が
口
蓋
化
し
て
い
る
か
否
か
の
対
立
で 、
中
核
母
音
音
素
は
そ
れ
ぞ

れ
同
じ
で
あ
る」
の
な
ら
ば 、
「
キ
甲」
に
〔
支〕・
〔
脂〕
両
韻
の
A
類([
ム])

字
を
用
い
た
α
群
の
表
記
者
は 、
「
き
乙」
に
は
そ
れ
ら
の
B
類
([
己])
字

を
用
い
る
は
ず
で
あ
り 、
主
母
音
が
異
な
る
C
類
の
〔
之〕
韻([1HUH]
t[lr])

字
は
用
い
な
か
っ
た
は
ず
で
す 。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は 、
「
き
乙」
に
は
〔
之〕

韻
字
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
す 。
「
キ」
の
甲
乙
両
類
も 、
母
音
音
素

の
前
舌
対
非
前
舌
の
対
立
に
よ
っ

て
弁
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん 。そ
れ
で
は
次
に 、
「
ギ」
の
甲
乙
両
類
の
対
立
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す 。
α

群
で
は 、
「
ギ
甲」
に
〔
支〕
韻
の
B
類
字(「
蟻」)
が

ニ子
種
用
い
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
す 。
ど
う
し
て
清
音
の
「
キ
甲」
と
同
じ
よ
う
に
A
類
字
を
用
い
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か 。
乙
の
問
題
を
解
く
に
は 、
声
母
を
考
慮
す
る
必
要
が
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あ
り
ま
す 。
α
群
で
は
ガ
行
の
音
節
に 、
す
べ
て
八
疑
〉
母
字 、
つ
ま
り
宮
山

を
頭
子
音
と
す
る
字
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す 。
こ
乙
か
ら
わ
か
る
よ
う
に 、

「
ギ
甲」
の
頭
子
音
に
も
〈
疑
〉
母
が
最
適
だ
っ
た
の
で
す 。
と
と
ろ
が 、

〔
支〕・
〔
脂〕
両
韻
と
も 、
た
ま
た
ま
A
類
に
は
〈
疑
〉
母
字
が
欠
け
て
い
る

の
で
す 。
そ
れ
ゆ
え 、
次
善
の
策
と
し
て
〔
支〕
韻
の
B
類
字
を
用
い
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の

可判 。
そ
し
て 、
「
ぎ
乙」
に
は 、
主
母
音
の
異
な
る
C
類
の

〔
之〕
韻
字
が
二
字
種
(「
擬」
と
「
疑」)
用
い
ら
れ 、
甲
乙
両
類
は
弁
別
さ
れ

て
い
る
の
で
す 。

以
上 、
唇
音
声
母
の
欠蜘乍
よ
り
〔
之〕
韻
を
用
い
る
乙
と
の
で
き
な
い

「
ヒ」・
「
ピ」・
?
と
を
除
き 、
残
り
の
「
キ」・
「
ギ」
の
音
節
を
検
討
し
ま

し
た 。
そ
の
結
果 、
ζ
れ
ら
の
乙
類
に
は 、
B
類
字
が
用
い
ら
れ
ず 、
非
前
舌

主
母
音
を
も
っ
C
類
の
〔
之〕
韻
字
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た 。
イ
列
甲
乙
両
類
の
対
立
も 、
母
音
音
素
の
前
舌
対
非
前
舌
の

対
立
に
よ
っ

て
弁
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り 、
子
音
音
索
は
同
じ
で
あっ
た
と

考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん 。

六 、
服
部氏が
讃い
た
原
因と
国
語
学者の
責任

そ
れ
で
は 、
服
部
氏
は
ど
う
し
て
間
違っ
た
の
で
し
ょ
う 。
服
部
氏
は 、
有

坂
氏
の
『
上
代
音
韻
孜』
を
高
く
評
価
し
て 、
「
有
坂
君
は 、
す
べ
て
の
『
イ

段』
の
仮
名
の
シ
ナ
語

山枯
音
を
研
究
し
て 、
『
イ
段』
乙
を
二
重
母
μ
と

す
る
説
を
出
し
た」
と
述
べ 、
ま
た 、
イ
列
甲
乙
両
類
に
対
す
る
有
坂
氏
の
音

価
は 、
そ

日時
ま
で
服
部
説
の
如
く

音
韻
論
的
に
解
釈
す
る
と
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す 。

し
か
し 、
そ
の
『
上
代
音
韻
孜』
で
有
坂
氏
は 、
〔
支〕・
〔
脂〕
・

〔
之〕
三
韻

ζ
ど
の
よ
う
な
区
別
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て 、「
何一
つ
断
言
す
る
ζ
と
が
出
来

な
い
の
で
あ
る 。
故
に
本
稿
で
は
仮
に
乙
れ
ら

三
韻
の
切
韻
音
を
fr
l亡(

合

口
1F

E-
-H

E)
と
記
し
て
お
き 、
詳
し
い
解
決
は
之
を
将
来
に
待
つ
ζ
と
に

注目μ

す
る」
と
述
べ 、
そ
の
限
界
を
認
め
て
い
ま
す 。
と
の
よ
う
に 、
『
上
代
音
韻
致』

で
は 、
〔
支〕・
〔
脂〕
両
韻
の
B
類
も 、
C
類
で
あ
る
〔
之〕
韻
も 、
と
も
に

l亡
と
表
わ
し 、
乙
れ
を
区
別
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す 。
ま
た 、
た
と
え
そ

の
区
別
を
明
確
に
し
得
た
と
し
て
も 、
「
倭
音
説」
を
克
服
し
な
い
か
ぎ
り 、

イ
列
乙
類
の
性
質
を
漢
字
音
の
側
か
ら
明
白
に
す
る
と
と
は
不
可
能
で
す 。

服
部
氏
は
有
坂
氏
の
推
定
音
価
を
音
韻
論
的
解
釈
の
基
盤
と
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず 、
有
坂
氏
の
二
つ
の
前
提 、
つ
ま
り
「
倭
音
説」
及
び
〔
支〕・〔
脂〕・

〔
之〕
三
韻
の
区
別
と
い
う
二
重
の
限
界
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
す 。
乙
乙

に
服
部
氏
の
顕
い
た
原
因
が
あ
り
ま
す 。

し
か
し 、
乙
れ
は
服
部
氏一
人
の
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。
有
坂
氏
以
降
の

国
語
学
者
の
責
任
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す 。
た
と
え
ば 、

大
野
晋
氏
は 、
「
中
国
語
の
音
韻
の
研
究
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
結
果」
を
重
視

し 、
イ
列・
エ
列
の
甲
乙
各
二
類
の
差
を 、
「
母
音
の
相
違
と
見
て
来
た」
と

述
べ
て
い

議 。
し
か
し
大

宣

言
法
で
は
決
し
て
服
部
警
打
破
で
き
ま

せ
ん 。
そ
れ
は 、
大
野
氏
が
有
坂
氏
の
「
倭
音
説」
を
克
服
し
て
い
な
い
ば
か

り
か 、
「
倭
音
説」
の
重
大
さ
に
す
ら

気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
で
す 。
と
の
よ

う
な
大
野
氏
に 、
イ
列・
エ
列
の
音
価
を
漢
字
音
の
側
か
ら

導
き
出
せ
る
は
ず

注幻

が
あ
り
ま
せ
ん 。
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七 、
音
韻
論
的
解
釈

大
野
説
は
「
八
母
音
音
素
説」
と
言
わ
れ
ま
す 。
そ
れ
を
母
音
図
に
表
わ
し

ま
す
と 、
八
表
9
V
の
如
く
な
り 、
母
音
図
の
中
段
が
膨
れ
ま
す 。
「
存
在
し

た
可
能
性
の
極
め
て
小
さ
い
母
音
体
系」
と
し
て 、
服
部
氏
や
松
本
氏
な
ど
言



漢字音より観た上代日本語の母音組織

注M

語
学
者
の
批
判
を
受
け
た
わ
け
で
す 。

私
も 、
イ
列・
エ
列・
オ
列
の
甲
乙
各
二
類
の
対
立

を
母
音
に
求
め
ま
す 。
但
し 、
私
は
エ
列
乙
類
の
母
音

だ
け
は
二
重
母
音
と
見
た
い
の
で
す 。
そ
の
根
拠
は
漢

字
音
の
側
か
ら
も

見
い
出
せ
る
よ
う
で
す 。

エ
列
乙
類
に 、
α
群
で
は
実
質
上
[!
と]
と
い
う
韻

類
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た 。
も
う一
度
〈
表
6
V
を
御
覧
下
さ
い 。
前

述
の
如
く 、
α
群
の
仮
名
が
当
時
の
中
国
北
方
音
と
い
う
単一
の
字
音
体
系
に

拠っ
て
直
接
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し 、
β・
群
に
は
複
数
の
字
音
体
系
に
拠

る
仮
名
が
混
在
し
て
い
ま
す 。
し
か
し 、
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
P
群
に
お
い
て

も 、
エ
列
乙
類
に
用
い
ら
れ
て
い
る
七
種
の
韻
類
に
は一
つ
の
共
通
点
が
あ
り

ま
す 。
よ
く
御
覧
下
さ
い 。
と
の
七
種
の
韻
類
は 、
す
べ
て ・寸
で
終
る
複
母
音

で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
の
で
す 。
ζ
の
よ
う
な
エ
列
乙
類

の
特
徴
は 、
『
日
本
書
紀』
の
み
な
ら
ず 、
『
古
事
記』
や
『
万
葉
集』
な
ど
奈

注お

良
時
代
の
字
音
仮
名
資
料
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
ま
す 。

と
れ
ら
の
と
と
か
ら 、
ェ
列
乙
類
の
母
音
は
な
と
の

ーーーIlli--w

注目白

一
u

o

一
如
き
二
重
母
音
で
あっ
た
と
解
釈
し
ま
す 。
ま
た 、

め一

一
オ
列
乙
類
の
母
音
は 、
漢
字
音
の
側
か
ら
も
\
と
と
考

ベ引一
l
a
a一

注幻

信一

一
え
て
支
障
あ
り
ま
せ
ん 。
結
局 、
上
代
日
本
語
の
母
音

一
l

e

一
体
系
は

絵
叩
〉
の
如
く
な
り 、
母
童日
系
は
七
つ
認

め
ら
れ
ま
す 。
私
の
立
場
は
「
上
代
日
本
語
七
母
音
音

素
説」
と
で
も
申
せ
ま
し
ょ
う
か 。

。

a 

。E e 

注
1

服
部
一

九
五
九
・

一

九
七
六
a
・

一

九
七
六
b
、

松
本
一

九
七
五
・

一

九
七
六 、

大
野
一

九
七
六
等
参
照 。

注
2

服
部
一

九
五
九 、

六
二
頁 。

注
3

服
部
一

九
七
六
a
、

五
頁

。

注
4

有
坂
一

九
五
五

、

一

九
一

頁 。

注
5

有
坂
一

九
五
五
(
一

九
一

t
一

九
二
頁)

お
よ
び
有
坂
一

九
三
五
t

三

七
(
有
坂
一

九
五
七
再
録
の
六
七
五
l

六
七
六
頁)

参
照 。

注
6

中
古
音
の
規
範
を一
不
す
『
切
韻
』
(
六
O
一

年
祭)

の
音
は 、
ほ
ぽ
平
山

久
雄
氏
の
推
定
志
自
に
拠
る

。

修
改
に
つ
い
て
は 、

森
一

九
八
一

a
、

六
­

七
頁
多
照 。

注
7

有
坂
一

九
五
五

、

一

九
二
頁 。

注
8

有
坂
一

九
五
五

、
一

九
二
頁 。

注
9

森
一

九
七
七
a
-

一

九
八
一

a
参
照 。

注
叩

森
一

九
八
一
a
、

九
t

一

O
頁
参
照 。

注
口

亀
井
等
一

九
六
四 、

五
頁 。

注
mM

『
慧
琳
音
義
』
(
七
八
七
t

八
O
七
年
撰)

で
は

、

す
べ
て
の
直
音
四
等

韻
が
劫
音
化
し 、

唇
・

牙
・

喉
音
声
母
の
も
の
は
同
摂
内
の
A
類
韻
と
同

音
に
な
っ

て
い
る 。

と
の
働
音
化
は 、

す
で
に
『
意
苑
音
義
』
(
七
ニ
O
年

頃
援)

や
『
史
記
正
義
』
(
七
三
六
年
張
守
節
自
序)

の
「
論
音
例
」

な
ど

で
も
部
分
的
に
露
出
し
て
い
る 。

水
谷
一

九
五
九
(
四
六
頁)

及
び
平
山

一

九
七
五
(
一

五
二
頁)

参
照 。

注
目

水
谷
一

九
五
五 、

五
O
頁
参
照 。

注
日比

重
紐
A
B
両
類
の
対
立
は 、
『
慧
琳
音
義
』
に
至
っ

て
も
依
然
保
た
れ
て

い
る 。

有
坂
一

九
三
六
(
有
坂
一

九
五
七
再
録
の
二
九
二
頁)

が
発
見
し 、

す
で
に
定
説
と
な
っ

て
い
る 。

注
目

顔
之
推
(
五
三
一

t
五
九一

以
後)

援
『
顔
氏
家
訓
』
「
音
辞
篇
」

に

は 、
「
北
人
:
:
:

以
紫
為
姉
」

と
あ
り、

北
方
で
は
早
く
か
ら
〔
支〕

韻

(
「
紫
」)

が
〔
脂〕

領
(
「
姉
」)

に
合
流
し
て
い
た
と
と
が
わ
か
る 。

ま

た、

平
山
一

九
七
五
(
一

五
八
t

一

六
O
頁)

も
『
史
記
正
義
』
「
論
音
例
」

な
ど
に
拠
っ

て
、

両
韻
の
合
流
が
北
方
特
有
靴
音
で
あ
り
つ
づ
け
た
ζ
と
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を
指
摘
し
て
い
る

。

注
路

周
組
談
一

九
三
六
及
び
河
野
一

九
三
七
は 、

原
本
『
玉
篤
』
(
五
四
三
年

顧
野
王
撰)

の
反
切
に
お
い
て
(
脂〕
・

〔
之
〕

両
韻
が
区
別
さ
れ
て
い
な

い
乙
と
を

、

ま
た、

周
法
高
一

九
四
八
は
『
玄
応
音
義』
(
六
六
一

年
頃

援)

の
反
切
で
も
と
の
両
韻
が
混
治
し
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
た。

上
回

一

九
七
五
は
両
書
に
お
け
る
反
切
の
分
析
を
深
め 、

両
額
の
混
誕聞
が
舌
歯

音
声
母
下
で
の
み
生
じ
て
い
る
ζ
と
を
明
ら
か
に
し
た。

森
一

九
七
八

は
、

上
回
一

九
七
五
に
基
き
つ
つ
も
更
に
分
析
を
加
え

、

壬口
歯
音
下
に
お

け
る
両
韻
の
混
渚
が
〔
之〕

韻
〉
〔
勝〕

韻
と
い
う
方
向
で
の
合
流
で
あ

る
と
と
を
明
ら
か
に
し
た。

乙
の
よ
う
な
声
母
に
よ
る
条
件
的
な
両
韻
の

分
合
は 、
『
慧
苑
音
義
』

や
『
史
記
正
義
』
「
論
音
例
」

で
は
依
然
保
た
れ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
が

、
『
慾
琳
且日
義
』
に
至
れ
ば 、

声
母
の
如
何
に
拘
ら

ず
全
面
的
に
合
流
が
生
じ
て
い
る 。

な
お
注
幻
参
照 。

注
げ

と
の
「
滋
」

字
及
び
声
調
の
み
と
れ
と
異
な
る
「
儀
」

字
(
『
日

本
書

。
。

。

紀
』

巻
二
の
訓
註
に
一

例
の
み
現
れ
る)

は 、

止
摂
霊
紐
B
類
が
イ
列
甲

類
に
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り、
一

見
不
規
則
な
対
応
に
見
え
る

。

乙
の

二
字
額
に
つ
い
て

、

河
野
一

九
三
九
は

、
「
日

本
書
紀
は
漢
音
を
用
ゐ
て

居
る
様
で
あ
る
か
ら 、

障
碍
と
は
な
ら
な
い
と
固い
ふ
」
(
河
野
一

九
七
九
一再

録
、

一

七
O
頁)

と
述
べ
て
い
る 。

と
れ
は

、

河
野
一

九
三
九
が 、

漢
音

の
母
胎
で
あ
る
唐
代
の
中
国
原
音
で
す
で
に
重
紙
が
消
失
し
て
い
た
と
考

え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

。

河
野
氏
は 、

河
野
一

九
五
こ
に
至
っ

て 、

唐
代
に
重
紐
消
失
の
時
期
を
求
め
る
と
と
の
誤
り
を
認
め
た
(
河
野
一

九

七
九
再
録 、

二
三
八
頁)

。

し
か
る
に

、

大
野
一

九
五
三
は

、
「
中
国
に
於

け
る{
子
音
が
ギ
(
申
類)

に
相
当
す
る
や
う
に
変
化
し
て
ゐ
た
も
の
と
思

は
れ
る
」
(
二
九
頁 。
一

四
九
頁
も
参
照)

と
述
べ

、

同
一

九
八
O
で
も 、

「
長
安
などの
中
古
音に
な
る
と 、
。工
と
由工
との
区
別
が
明
確
を
欠い

て
き
た
」
(
二
三
二
頁)

と
述
べ
て
い
る 。

乙
れ
ら
は

、

実
質
上 、

河
野

一

九
三
九
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る 。

有
坂
・

河
野
両
氏
の
朝
鮮

漢
字
音
母
胎
論
が

、

と
も
に
重
紐
消
失
時
期
に
つ
い
て
の
自
説
の
訂
正
を

契
機
と
し
て

、

そ
れ
ぞ
れ
転
折
し
た
経
過
は
森
一

九
八
一

C
を
参
照 。

注
沼

α
群
で
は

、
「
み
乙
」

に
は 、
〔
之〕

額
と
同
じ
く
C
類
(
軽
唇
音
化
韻)

に
属
す
る
〔
微〕

胡酬
を
用
い
て
い
る
が

、
「
ひ
乙
」
(
「
ぴ
乙
」
は
α
群
に
現

れ
て
い
な
い)

に
は
〔
支〕
・

〔
脂〕

両
韻
の
B
類
字
を
用
い
て
い
る 。

乙

れ
は

、

中
国
に
お
け
る
軽
唇
音
化
に
よ
り
子
音
側
か
ら

の
拘
束
を
受
け
た

か
ら
で
あ
ろ
う 。

唇
音
の
重
軽
の
対
立
は 、

鼻
音
の
場
合 、

鼻
音
以
外
の

唇
音
に
お
け
る
ほ
ど
明
確
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る 。

森
一

九
八
一

a
、

二
四
t

二
五
頁
参
照 。

注
四

服
部
一

九
七
六
b
、

七
七
頁 。

注
却

服
部
一

九
七
六
b
、

七
六
頁
参
照 。

注
目μ

有
坂
一

九
五
五

、

三
三
七
i

三
三
八
頁 。

有
坂
氏
が
〔
支〕
・

〔
脂〕
・

〔
之
〕

三
韻
(
関
口)

を
区
別
で
き
な
か
っ

た
主
要
な
原
因
は 、
「
大
唐
西

域
記
の
党
語
音
訳
例
で
も 、

乙
れ
ら
は
悉
く
i

韻
に
充
て
ら
れ
て
ゐ
る

(
「
支
那
音
韻
断
」

六
o
t

六
一

頁)
」
(
同
三
三
七
頁)

と
見
な
し
た
と
と

ろ
に
あ
る 。

し
か
し 、
『
大
唐
西
域
記
』
(
六
四
六
年
玄
笑
述)

の
音
訳
漢

字
の
う
ち
、

〔
之己
韻
の
字
は

、

す
べ
て
舌
歯
音
声
母
字
で
あ
り、

牙
喉
且国

字
は
一

切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
(
森
一

九
八
一

b
参
照)

。

し
た
が
っ

て
、

〔
之〕
績
が
牙
喉
品目
下
に
お
い
て
も
〔
脂〕
韻
に
合
流
し
て
い
た
と
は
言
え
な

い
。

の
み
な
ら
ず 、

玄
突
の
訳
場
に
参
列
し
た
玄
応
の
字
音
体
系
に
あ
っ

て
は

、
〔
脂〕
・

〔
之〕
両
韻
の
混
浴
は
舌
歯
音
下
で
の
み
生
じ
て
お
り、

牙

喉
音
下
で
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
(
注
時
参
照)

。

注
詑

大
野
一

九
七
六 、

六
五
頁 。

注
幻

亀
井
一

九
五
四
は 、

大
野
一

九
五
三
を
批
判
し
て

、
「
ま
た、
『
エ
列
の

項
に
於
て
論
証
す
る
如
く
:
:
:

』
(
司・

弓田)
『
エ
列
乙
類
は

後
に
推
定
す

るご
と
く:・:』(司・
お由)
と
あっ
て 、
どと
に
も 、
その
記
事の
見出

さ
れ
な
い
よ
う
な
不
用
意
も
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
(
七
七
頁) 。

大
野
一

九
五
三
で
オ
列
甲
乙
二
類
の
音
価
推
定
し
か
行
わ
れ
な
か
っ

た
の
も
理
由
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の
な
い
乙
と
で
は
な
い 。

注
担

服
部一
九
七
六
a 、

一
O
頁 。
ま
た、
松
本一
九
七
六
a 、
十
七
t

十

九
頁
多
照 。

注
お

有
坂一
九
五
五 、
四一
八
t

四一
九
頁
の
図
表
多
照 。
但
し 、
『
万
葉

め

集』
巻
二
十
の
「
晩」
字
が
例
外
と
な
る 。
こ
の
字
に
つ
い
て
は 、
同
四

三
八
t

四
三
九
貰
参
照 。

タ
カ

イ
チ

タ
ザチ

注
お

有
坂一
九
五
五
(
四
二
六
頁)
で
は 、
「
多
加」
十「
伊
知」
↓「

多
気
知」

な
ど
の
母
音
融
合・
縮
約
例
を
挙
げ 、
ま
た
同一
九
三
四
は
母
音
交
替
に

触
れ 、
「
乙
類
の
イ
列
音
及
び
乙
類
の
エ
列
音
の
祖
先
の
中
に
は 、
乙
の
種

の
音
的
変
化
(
母
音
調
和
を
発
生
さ
せ
た
も

の

1||
森
注)
に
よ
っ
て
他

の
音
か
ら
分
化
し

た
も
の
も(
仮
に
全
部
は
さ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も)

か
な
り
多
か
ら
う
と
思
は
れ
る」
(
有
坂一
九
五
七
再
録 、
一
一
六
頁)
と

指
摘
し
て
い
る 。
こ
れ
に
よ
れ
ば 、
ェ
列
乙
類
は
\帥\
+\
と
に
由
来
す

る
も

の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る 。
但
し 、
共
時
的
に
は
な
ミ
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う 。

注
幻

森一
九
八一
a 、

三
三
t

三
六
頁
多
照 。
な
お 、
\U\
と
い
う

の
は
音

索
と
し
て
で
あ
っ

て 、
現
実
の
音
声
と
し
て
は 、
[C]
を
も
含
む
異
音
が

あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い 。
\曲\
は
既
述
の
如
く

非
前
舌
の
も

の
が
音
声
と

し
て
は一
般
的
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る 。
ま
た、
\日\
は
[同]
に 、
\包\

は
[山市]
に
そ
れ
ぞ
れ
近
か
っ

た
と
考
え
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い 。
そ
う

で
あ
れ
ば 、
平
安
時
代へ
の
漸
進
的
な
適
時
変
化
に
か
な
り
の
配
慮
を
置

く
有
坂一
九
五
五
(
四
二
三
頁)
や
服
部一
九
七
六
a

(
七
頁)
を
説
得

し
易
く
な
る 。
但
し 、
私
自
身
は
史
的
音
韻
変
化
に
対
す
る
定
見
を
ま
だ

も
ち
得
ず 、
「
普
通
に
考
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
音
韻
の、
動
植
の
世
界

に
お
け
る
進
化
の
よ
う
な
経
時
変
化」
を
拒
否
す
る
尾
崎一
九
八
O
(
三

五
七
頁)
の
よ
う
な
考
え
方
に
も
ひ
か
れ
て
い
る 。

注
部

イ
列・
エ
列・
オ
列
で
甲
乙
肉
類
の
対
立
の
な
い
音
節
の
母
音
が 、
甲

乙
ど
ち
ら

の
母
音
に
近
い
音
色
を
も
っ

て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は 、
森一

九
八一
a
を
多
照
さ
れ
た
い 。
結
論
の
み
を
記
せ
ば 、
少
な
く
と
も 、

「
イ」 、
「
テ・
デ・
ネ・
レ
・

ヱ」 、
「
ホ
・

ポ
・

モ
・
ヲ」

の
各
母
音
は

各
列
の
甲
類
に
近
く 、
「
オ」
の
母
音
は
乙
類
に
近
い 。
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